
1 は し が  き

最近の飼養管理労働省力化の鍵は,糞尿処理労力の如何
にかかわると考えられる。そこで当場では,多頭飼育の糞
尿処理労lulの 省力化を想定して設置した対頭式の自然流 ド

式糞尿溝牛合についてその効果がみられたので報告する。

2 試験施設の概要

牛舎は平屋建て3007, スタンチョン繋養対頭式で中央
に給餌通路 (280m巾 )がある。糞尿処理方式は自然流下

式 (糞尿溝の深さ110c‐l)で,糞尿溜は 3槽に分かれ,全
体で151だ の貯溜量がある。搾乳施設はパィプライン(4
頭同時搾乳 )パルククーラーンステムである。また,冬 期

間の飼料貯蔵施設としてFRPサィロー基 (271ガ )がある。

動に出し,それ以外の時は舎銅 いである。葉尿除去等の掃
除は,スノコ上にたまつた糞の除去と牛床およびスノコの

水洗作業が毎日の作業,糞尿散布は 22んιのポンプタンカ

ーを使?て 4haの 採草地に全て還元している。
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この施設での合内清掃を含めた糞尿処理時間は表 1に

表 : 乳牛管理作業時間 (1日 当り)
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図 2 自然流下式牛舎の糞尿溝
と尿溜構造断面模式図

3技 術 体 系

作業人員は通常 2人 で夏期は放牧を主体とした管理で,

牛は朝・夕の搾チし時だけ舎内におり,そ れ以外の時はパド

ッタあるいは放牧地にいる。冬期はサイレージ主体の飼養

であり,日 中晴れている時,風 のない時だけパ ドックに運
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示 したように 1日 当り夏型38分,冬型 55分 である。 1頭 当

りの時間にして平均で 19分である。

なお,当場のパーンタリーナー対尻式牛舎パケットミル

カー 5台 ,初産牛 27頭飼養,通年サインージ給与,作業人

員 3～ 4人の作業体系では,糞除去,舎内清掃時間は73分

であり, 1頭 当りの時間にして 27分 である。

表 2 パーンタツーナー牛舎における
飼養管理体系
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運搬,散布を行うが,延時間で 201時間である。さらにパ

ーンクソーナー方式について還元時間を算出してみるとマ

ニアスプレッダ~に よる糞および敷料の散布時間が243時

間,尿の散布時FB1 6 7時 間となり合計 310時 FBDと なる。

5 まとめおよび問題点

1 乳牛 1頭当りの糞除去等の掃除時間は自然流下式 19

分であリバーンクリーナー式 27分であリパーンクリー

ナー式に比較 して70%の労働時間である。

2 糞尿等の草地還元時間は自然流下式が 201時間,パ

ーンクリーナー式が 310時間である。パーンタリーナ

ー式に比較 して 64%の 労働時間である。

3 ボンプタンカー等で糞尿散布のできる草地条件であ

れば,自 然流下式のlJう が′く―ンタリーナー式に比較

して労働時間的に有利である。

4 寒冷地における自然流下式の問題として冬期間の分

解抑制による糞尿溝のつまりがあげられるが,糞尿溝

の深さを通常より深くする。ことによりある程度解決

できる。
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また,糞尿の草地還元について比較 してみると自然流下

式ではポンプタンカー使用でスラリーストアから汲上げ,

表3 乳牛管理作業時間
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